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連合長野では、毎年、働く者・生活者の立
場に立った政策を行政に反映させることを目
的に、長野県に対して、現状の雇用環境、人
口減少社会、産業構造の変化、地域の活性
化などを見据え、様々な分野についての提言
を行っている。今年も、連合長野政策委員会
（村山智彦委員長・連合長野副会長：自治
労）が中心となり、各構成組織・地域協議会
代表者、男女平等参画推進委員、最低賃金
対策委員等のメンバーが加わり、9月中旬から
10月にかけて要請行動を実施した。
要請書の申し入れ内容は、2016年「県政

への要求と提言」に基づくものであり、４月から
約4か月間にわたって政策委員会を複数回開
催し、議論を深めてきた。県内組合員からの意
見をもとに、構成組織、地域協議会における議
論、各種専門委員会からの要望等、大勢の働
く者の声を、政策委員会にて様々な視点から
取りまとめた。この要請項目は、それぞれ担当
部局宛てに課題を分け、要請書として提出し、
担当部局からの回答を受けたのち、各部局長

と県担当者も交えた意見交換を行った。
今後は、各部局からの回答および意見交
換をもとに、追加項目を検討したのち、12月に
県知事に県政要求として提出する予定であ
る。また、今後より一層、推薦議員とも連携を
はかり、働く者の声を長野県政へ反映させる
取り組みを行っていく。
≪要請書提出・懇談スケジュール≫
9月16日（金）  9:00 ～　健康福祉部
9月16日（金）13:30 ～　林務部
9月16日（金）15:00 ～　建設部
9月20日（火）  9:30 ～　農政部
9月20日（火）13:00 ～　企画振興部
9月21日（水）15:00 ～　産業労働部
9月21日（水）16:10 ～　教育委員会
10月4日（火）15:00 ～　県民文化部

≪要請書提出・文書回答のみ≫
環境部、会計局、総務部

≪主な要請内容　～抜粋～≫
○子どもの貧困の解消に向けた教育の機会
均等の確保（学習支援の充実・奨学金制
度の拡充）【健康福祉部・教育委員会】
○地場産業の推進とさらなる食育の充実（公
共・福祉施設における地場産の利用促進、
学校給食の充実と管理栄養士・教職員へ
の支援）【農政部・教育委員会】
○食品の安全性の確保と品質管理の徹底、
消費者への情報提【農政部】
○育児・介護・看護による離職の防止と企業・

県庁８部局長と懇談
新年度事業・予算への反映を求める

─連合長野政策委員会─



自治体における仕事と家庭の両立支援制度の促
進（実態把握・情報提供、保育施設・利用時間等
の拡充、介護人材の確保）【産業労働部・県民文
化部・健康福祉部】
○良質な雇用の確保と働き続けることができる環境の
整備（正社員登用制度導入・無期契約労働への
転換等、安定雇用に向けた支援策）【産業労働部】
○労働災害の撲滅に向けた中小・小規模事業場に

対する安全衛生教育の実施、安全意識向上に関
する支援【産業労働部】
○高齢化社会への対応と環境対策の一環である地
域における公共交通の維持・活性化【企画振興部】
○リニア新幹線・三遠南信自動車道開通を契機とし
た地域開発、長野県の顔となる施策展開（県内全
域のインフラ整備・公共交通機関の充実、地域産
業・観光の活性化）【建設部】

2016.9.16林務部

2016.9.20企画振興部 2016.9.20農政部

2016.9.21教育委員会 2016.9.21産業労働部 2016.10.4県民文化部

2016.9.16建設部2016.9.16健康福祉部

各部局との
懇談の様子
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連合東海ブロックを代表して連合愛知土肥会長
からの、「働く者の政策実現のため、地域における
様々な社会的課題に対し、しっかりと意見反映してい
くことが重要である」との挨拶に続き、宮崎大学学部
長　吉田 雅彦教授より、「地方創生の課題と未来
への展望」と題した基調講演をいただいた。超少子
高齢化社会や都市部への人口流出における地方
の人口減少等により経済が成り立たない地域が生じ
ることの危惧に触れながら、中部圏内の産業形態か
ら見た経済の特徴を活かした施策の必要性、希望を
持つ若い世代の就労・結婚・子育てなど、豊かに暮ら
す社会の実現に向け、労働組合の果たすべき役割
について課題提起をいただいた。
パネルディスカッションは吉田氏をコーディネーターに、
行政・地元大学・企業・市民・労働組合を代表する5人
をパネリストとし、「地方創生を目的とした雇用拡大の取
り組みを考える」をテーマに、地域特産の開発と販売
ルート、雇用拡大の事例報告や、地元企業の認知度
不足、ワークライフバランス、女性活躍などの課題が提

起され、様々な考え・想いの共有、意見交換がされた。
2日目は５分散会に分かれ、基調講演やパネルディ

スカッションで提起された課題について、取り組み事
例を報告しあい、今後の施策や取り組みに必要なこ
とを議論した。労働組合・県市町村議員などそれぞれ
の立場から、人口減少、若者の雇用、地域産業の発
展、地域における連合運動、労働組合・推薦議員・市
民団体などの連携について幅広い考えが出された。
この研究集会は、様々な立場の参加者が議論す
ることで、物事を多角的に捉え、視野を広くし、考えを
深め、すべての労働者・生活者の豊かな暮らしの実
現に向けた政策に落とし込んでいく集会である。引き
続き、連合長野は、
県内すべての地域
において、労働者・
生活者の視点より、
様々な政策議論へ
の意見反映を行っ
ていく。

連合東海ブロック（長野・愛知・岐阜・三重の各地方連合会）は、8
月1日（月）～ 2日（火）の2日間、三重県鳥羽市において「2016連合
東海ブロック政策研究集会」を開催した。東海ブロック各県より、政
策担当者、役員、推薦議員など全体130名が参加、連合長野からも
三役、政策委員、地協役員、推薦県議会議員・市町村議員の総勢
28名が参加し、「地方創生を目的とした雇用拡大の取り組みを考え
る」をテーマに意見交換を行い、議論を深めた。

2016連合東海ブロック政策研究集会を開催！
～多様な観点から議論を深め、社会的課題に立ち向かう～

分散会の様子
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全労済に
ご相談ください！
見積実施中！見積実施中！

どんな補償が
必要なのかしら？

事故にあった！
どうしよう！

車のトラブル
メンテナンスは？

●ここに記載されている内容は、共済商品の概要を説明したものです。

おすすめ安心タイプ あんしんの事故対応サービス

あんしんのサポート体制
基
本
補
償
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●休日・夜間を問わず、24時間365日事故受付・現場急行サービスも24時間365日
●事故初期対応は土・日・祝日（9：00～21：00※）もサポート
　 ※19：00までにご連絡いただいた場合の対応時間です。
●示談交渉サービス付き（対人・対物賠償事故に限ります）
●マイカー共済事故相談ダイヤル

●24時間コールサービス （番号案内）
●車検・修理・点検は全国ネットの全労済指定整備工場で！！

人身傷害補償
あなたをがっちり守る！

自動車事故傷害
見舞金付き最高5,000万円

無制限対人賠償
大きな事故の場合でも、相手方への賠償が無制限なら安心！

補償額

補償額

無制限対物賠償 補償額

一般補償
（自己負担額 10万円）

愛車の損害も幅広く
がっちりカバー！

付随諸費用補償

お車の事故により
発生するさまざまな

費用を補償

安心が
広がる

カーライフを応援する、頼れる補償

自走不能な場合の
レッカーけん引
または積載車による運搬

現地にて実施可能な
30分以内の
路上クイックサービス

●マイカー共済ロードサービス
燃料切れ時の
ガソリンお届け
サービス

30
minutes 10

自動車総合補償共済

の
2016年２月 制度改定

特約を新設!運転者の限定で掛金が最大7%割引に!
特約が充実!自転車事故の賠償補償限度額が1億円にアップ!

連合長野は、2016連合平和４行動の締めくくりとして、9月
10日～ 12日「平和行動in根室」へ、米持副会長を団長に８
名を派遣した。
初日に開催された「北方四島学習会」では、北方四島の

現状や政治課題等から研修・パネルディスカッションが開催さ
れた。「次代へ受け継ぐ平和への歩み」と題したパネル討論
では、元島民、地元高校生の代表者での対談・意見交換が
行われ、元島民二世の本田 幹子さんから「毎年の署名活
動は、北方領土を諦めていない・島を返してほしいという気持
ちを示すものである。運動の拡がり、高まりを表すためにも、ぜ
ひ多くの方からの継続したご協力をいいただきたい」との訴え
があった。
2日目の「連合2106平和ノサップ集会」では、元島民の

鈴木 咲子さんより、旧ソ連軍によって故郷を追われた体験と故
郷に対する想いが切 と々語られ、「様々な政治的課題も多く、解

決は難しいが、元島民
も高齢化が進んでい
る。多くの人にこの問
題を知ってもらい、解
決に向けてより多くの
支援をいただきたい」
との切実な言葉から、
早期解決に向けた行動の必要性をあらためて感じた。
戦後71年を経過しても、故郷を追われた元島民にとっては

戦争が終わったとは言えない。連合長野は北方領土返還要
求長野県民会議の主要構成団体として、毎年「北方領土返
還要求請願署名」や「歯舞早煮昆布斡旋」を各構成組織や
各地協のご協力で積極的に取り組んでいる。若い世代への
関心を高める行動とあわせ、一刻も早い問題解決に向け、引
き続き多くの組合員の皆さんからのご協力をお願いしたい。

連合長野国民運動・環境委員会（小林
和雄委員長・連合長野副会長：農団労）は
10月14日（金）夕方、県内３か所（長野駅
前・松本駅前・伊那市駅前）にて、「世界食
料デー」の街頭行動を実施した。例年実施
している長野・松本に加え今年は伊那でも
実施し、国民運動・環境委員会委員を中
心に、構成組織・地域協議会のご理解・ご
協力をいただき、総勢91名にて行った。世
界では十分な食料が生産されている一方、
７億9,500万人が飢餓で苦しみ、日本では6
割を輸入に頼っている現状にもかかわらず、

食品ロスや子どもの貧困といった問題も生じている。
連合長野は、国際協力田の取り組みを通じ、世界の食料

事情や貧困と格差の問題を訴えている。ぜひ、一人ひとりの
毎日の暮らしに身近な問題である「食」を通じて、職場や家
庭で考える機会としていただきたい。

2016連合長野平和行動in根室
～元島民のたちの想いを受け継ぎ、願いを実現させよう～

世界食料デー 街宣行動を実施　－国民運動・環境委員会－
～みんなにとって身近な「食」から、世界・日本の課題を考えよう～

長野駅前

伊那市駅前 松本駅前


